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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 
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井出 晴美（２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．静岡県版ＳＥＬを通じた富士市のこどものウェルビーイング向上について 

 近年、こどもたちを取り巻く環境は大きく変化しています。 

 学校生活における人間関係、ＳＮＳなどデジタル社会の進展、価値観の多

様化など、こどもたちには単に知識や技能を身につけるだけではなく、自分

の気持ちや考えを理解し、感情や行動を適切に調整するとともに、他者を理

解し、良好な人間関係を築いていく力が求められています。 

 こうした中、静岡県教育委員会では、「Social and Emotional Learning」（社

会性と情動の学習）、いわゆるＳＥＬの考え方を取り入れ、従来の人間関係づ

くりプログラムを社会情動的スキルの育成という視点から改訂し、「静岡県版

ＳＥＬ～新・人間関係づくりプログラム～」を策定しました。 

 県は令和８年度教育行政において、非認知能力の育成とともに、この静岡

県版ＳＥＬの活用を重点的に進めています。 

 また、ＳＥＬについて県は、こどもたちのウェルビーイングの向上のため

には、読み・書き・計算などの認知的スキルだけではなく、社会情動的スキ

ルが重要であるとの考え方を示しています。 

 そして、本市においても、令和８年度教育行政の重点事業として、「自己理

解、他者理解を含む対人関係スキル等を育成するために、『静岡県版ＳＥＬ』

の活用を推進する」と明確に位置づけました。 

 これは、富士市の教育においても、ＳＥＬを本格的に取り入れていく重要

な一歩であると考えます。 

 そこで、以下５点について伺います。 

(1) 静岡県版ＳＥＬの導入・活用状況について 

 現在の実施状況について伺う。 

(2) 教職員の理解・実践力の向上について 

 ＳＥＬの理念や社会情動的スキルについて、教職員への研修・周知をど

のように進めているか伺う。 

(3) こどものウェルビーイングとの関連について 

 ＳＥＬの実施を、自己肯定感、自己理解、他者理解、安心できる居場所

等の向上にどのようにつなげていくのか伺う。 

(4) いじめ・不登校等の未然防止との関連について 

 ＳＥＬをいじめ・不登校対策、校内教育支援センター等の取組とどのよ

うにつなげていくのか伺う。 

(5) 富士市独自のＳＥＬ推進について 

 静岡県版ＳＥＬの活用実績を踏まえ、将来的に富士市独自の社会情動的

スキル育成の取組へ発展させる考えについて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


